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 錫鑛の漁式製錬新法 に就ての梗概は 本講演集の第3輯 に掲載せ る所であるが,倫

詳細は探鑛冶金月報の第11年 第4,5, 7,9,10報tiつ き参照せられん事を乞ふ,本 報は

講演集第3輯 に述べナこる所の績報であつて,錫 鑛中に存在する銅鑛,ウ ォル フラム鐵鑛

の塵理法に就て述べる.之 等の虞理法に就て も 其 詳細は採鑛冶金月報に報告する豫

定である.

 供試の明延鑛山産の錫鑛中の銅鑛は,黄 銅鑛であるが,斯 く 黄銅鑛や,叉 は 黄鐵

鑛等を含んだ錫鑛を 其儘還元焙焼する時は,錫 の一部は 常に硫化錫 となる.硫 化錫

は 高温に於て揮獲する性質を有 し,800。C附 近の還元焙焼に於て.も其 一部分は揮

獲する・叉 揮獲せすに残 る硫化錫は,硫 酸銅の溶媒により浸出する時,溶 解せすに残

津 中に残存する.故 に 還元焙焼に際 し 硫化錫を生する事は,此濾式製錬法に於ては,

結局錫の損失を來す事 になる.併 し 黄銅鑛は之を適當に酸化焙焼すれば,酸 化鐵 と酸

化銅 とに憂化する・斯 くて酸化焙焼を行ひ,硫 黄を除去 した る後に,錫 鑛を還元焙焼

すれば,硫 化錫を生 じない・

 黄銅鑛の酸化焙焼によつて出來ナこ酸化銅は,既 に 述べたる錫鑛の 選揮還元の操作

により,金 屡銅に還元され る.還 元 されたる銅は 硫酸銅の溶媒には溶解 しないが,盤

化第2銅 と食盤の混合溶液には 容易に溶解する.故 に還元銅 として 其儘に 還元焙焼

鑛中に存在すれば,其 回牧は容易である.併 し 還元 された る銅は700乃 至8000C

の 還元焙焼温度 に於て も,錫石の還元による錫 と 局部的に合金を作る・此合金は 硫

酸銅,盤 化第2銅 の 何れの溶媒にも溶解し難い.從 つて錫鑛中に 多量の銅鑛を含ん

だま 、,此 漁式製錬法を行ふ時は,最 初に 酸化焙焼 しても,錫 の溶解卒を低下せし

め,同 時に 叉 銅の回牧 も不十分ならしむるに至る・併し 錫鑛中の銅鑛が 少量に過
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ぎない時は,此 合金の生成により,錫 の溶解率に及ぼす影響 も極めて少 く,且 大部

分の銅 も回牧 されるのである・故 に 此 漁式法に於ては,少 量の銅鑛は 現行 乾法式

の如 く厄介物覗する必要はない.併 し 多量の銅鑛の存在は 避 くべ きである・

 然るに 錫鑛中の黄銅鑛は,錫 石の比重選鑛に先立ち,浮選にかける時は,其 大部分

は分離可能であつて,現 在明延鑛山に於て も 浮選により分離iして居 る.其 結果によ

れば 銅鑛の約80%が 分離され,浮選による錫の損失は,含 有錫の約1%に 過ぎない・

故 に 此漁式法に於て も,多 量の銅鑛が存在する揚合には,最 初浮選にかけて 銅鑛を

除 くべきである.

 次にウォルフラム鐵鑛に就て述べ る.ウ ォルフラム鐵鑛は 其 比重が錫右 より稽 大

で7・4位 ある・從つて錫石の比重選鑛に際 し,ウ ォル スラム鐵鑛 も 亦 汰鑛中に集る.

供試の明延鑛山産錫上鑛を破礁し,共 中の80-100目 飾の試料に就 き,含 錫28.4%に

選鑛 しナこる時の汰鑛 中にはW3・2%に 達 しナこ・現行の乾式製錬法では 含錫約50%に

選鑛す るが,明 延産の含錫約50%の 錫精鑛中には約5%のWを 含む・

 かく錫精鑛中にウォル フラム鐵鑛を含むま ～乾式製錬を行ふ時は,タ ングステンは

鍍 中に行き,r其 回牧が困難となるのみならす,銭 の粘性を増加する鋏貼がある.然 れ

共製錬に先立 ち,錫 精鑛中よりウォル フラム鐵鑛を 分離する適當なる方法なく,磁 選

法や苛性曹達溶液を用ひ 加墜釜中にて浸出す る方法等 提唱されては居るが,實 行さ

る 」に至 らない.

 此漁式法に於ては,汰 鑛中にウォルフラム鐵鑛を含む ま」 還元焙焼 しても,ウ ォル

フラム鐵鑛の存在が,錫 石の還元に悪影響ありとは認め難 く,且叉 銅整の溶媒により

還元焙焼鑛を浸出して も,ウ ォルフラム鐵鑛は 溶解せすに残澤中に残 る.し かのみな

らす供試の鑛石では,還 元焙焼の操作 を経たろが爲に,生 鑛の時よりも 其 磁性が檜

加して居る事が認められる。

 硫酸銅の溶媒を用ひ,還 元焙焼鑛を浸出しtcる残澤は,浮 選にかけ更に盤化第2銅

の溶媒により浸出して,沈 澱銅 と錫の回牧を十分にする.然 る後 此 残津を比重選鑛

にか くれば,岩 石分酸化鐵等の大部分は除かれ,紺 當品位高きウォルフラム鐵鑛汰鑛

が得 られる.併 し 此 汰鑛中には,還元焙焼に於ける錫石の還元が 完全 な らざる爲
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に残つテこ錫石や,岩 石分等が幾分混合して居る.故 に 此汰鑛 を張力なる磁揚の下に

磁選にかける・ 然 る時は ウォルフラム鐵鑛汰鑛の品位は一贋良好 となり,共 品位は

Wと して45%に 達 し,實 牧率は比重選鑛磁選を通 じて 還元焙焼に用ひtこる汰鑛中

に存在 しナこる ものN71%に 達する。叉 此 磁選の残淳は 還元焙焼前の汰鑛 中に加へ,

繰返 し製錬を行ふ事が出來る・

 以上述べた る如 く 此 漁式製錬法による時は,錫 鑛中のタングステンの回牧が可能

となるのみな らす,前 報に述べナこる如 く,現 在より遙かに 低品位汰鑛の製錬が 可能

となる、故に 錫 の實敗牽 も亦かなりに増加する.故 に 我國に産するが如き複雑錫鑛

に封 しては 現行の乾式法に比し遙かに有利なる方法 と信す.
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